
第1875回 2019.08.20

●司　　会　　　　　　Ｓ.Ａ.Ａ　榊原　邦彦君
●ソングリーダー　　　　　　　 榊原　邦彦君
●ロータリーソング　　「それでこそロータリー」
●今月の歌　　　　　　「われは海の子」
●ピアノ　　　　　　　中田　美由紀さん

（会長挨拶）　　　　　　　　　　会長　近藤　敏通君
　挨拶文はホームページの会報で閲覧できます。

●出席委員会
　第1875回例会　８月20日（火）　天気（曇）
　本日の例会は29名の出席にて、出席率は82.85％です。
　なお、前々回は２名のメーキャップにて100％に訂正
　します。

●Smiling Box
加藤　金吉君　杉山先生のお母さんにお世話になりまし

た。いつまでも継続をお願いします。
都築　延男君　17日（土）深夜11時に私のボートのウォー

ターポンプのインペラが故障して佐久島
沖より衣浦海上保安船に救助してもらい
乗船者４人が親切な保安官に感謝いたし
ました。到着港時は午前３時でした。

近藤　敏通君　やっと時差ボケが直りました。今回は年
齢のせいか暑さのせいか、ちょっとしん
どかったです。

石川　勝彦君　暑かった夏も一段落、水道からお湯が出
ていましたが、やっと水に戻りました。今
週の女子ゴルフ、以前プロアマ戦で一緒
でした穴井詩（らら）が３勝目、渋野の健
闘は立派！。

山本　慎治君　令和元年のお盆休みは、９連休でした。長
いお休みでしたが、充実した日々を過ご
す事が出来ました。改めて健康である事
に感謝！！

河合　英樹君　先週の15日（木）に母親が半田病院にて人
工関節の施術を行い、無事に終え只今入
院中です。旅行好きな人なので早く良く
なり色々な観光地に連れて行きたいです。

杉山　知子君　お盆に帰省した妹に虫歯の治療をしても
らいました。メッチャ緊張した！！しば
らくはいつも以上に患者さんに優しくで
きそうです。

伊藤　亜樹君　半田南RC新人研修会。第１回開催日は、
９月３日の火曜日、19時からです。場所は
クラシティー３階、会議室です。

芳賀　康宜君　卓話させて頂きます。つまらない話です
が、よろしくお願いします。

前田　晃教君　本日、卓話担当です。よろしくお願い致し
ます。

　　　　　　　　　　　　　　　合計10名　　20,000円

永田　明世君　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（４回目）
間瀬　　正君　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（３回目）
竹内　俊郎君　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（３回目）
石川　勝彦君　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（３回目）
川澄　哲裕君　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
蜷川　勝己君　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
河合　英樹君　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
松林　信吾君　ポール・ハリス・フェロー
榊原　和久君　ポール・ハリス・フェロー
堀田　敏行君　ポール・ハリス・フェロー

卓　　　話卓　　　話

会 長 挨 拶会 長 挨 拶

（次回例会）
第1877回例会　ガバナー補佐訪問
９月３日(火)　  於：半田商工会議所

次回の例会次回の例会

ロータリー財団年次寄付表彰

卓話担当　芳賀　康宜君
演　　題　「私の生い立ち」

卓話担当　前田　晃教君
演　　題　「家庭と仕事の紹介」

間瀬　　正君 竹内　俊郎君

石川　勝彦君 川澄　哲裕君

河合　英樹君 堀田　敏行君



第 6 回   会  長  挨  拶 

２０１９/０８/２０ 

半田南ロータリークラブ会長  近 藤 敏 通 

 

『 命 の ビ ザ 』 

 

この夏、休みを利用して妻と２人でバルト３国を旅行した。 

バルト３国とはエストニア、ラトヴィア、リトアニアを言う。 

概要は以下の通り 

 面積 人口 首都 首都人口 産業 

エストニア 北海道の50％ 132万人 タリン 43万人 SKYPE(ｽｶｲﾌﾟ)始めとしたIT産業 

ラトヴィア 北海道の80％ 193万人 リーガ 70万人 ｶﾞﾗｽ、製薬       

リトアニア 北海道の80％ 279万人 ヴィリニュス 54万人 製薬、食品加工、繊維工業(ﾘﾈﾝ) 

Cf.愛知県 北海道の6％ 755万人 知多半島 60万人  

常に隣接する大国 フィンランド、ポーランド、ロシア、ドイツ等に何度も占領されている。１９

９０年～１９９１年にかけてのソビエト連邦の崩壊にともないこれらの３国も独立し、今はＥＵ、Ｎ

ＡＴＯに加盟している。 

リトアニアは「命のビザ」で有名な杉原千畝さんが活躍したところだ。第２次世界大戦の初期１９

４０年にナチスドイツの迫害がユダヤ人に迫る中、彼らが生き残るにはシベリアを経由してアメリカ

に逃れるという方法があった。その為には日本を通過するビザが必要である。当時リトアニアの首都

がおかれたカウナスの日本領事館に多くのユダヤ人がそのビザを求めて集まった。日本としては同盟

国ドイツの手前、ビザの発給はできない。その本国の指示に背いて独断で１６００枚のビザを発給し、

家族を含めると６０００人のユダヤ人の命を救ったと言われている。 

現在のこの平和な日本の国内においてすら、私が彼の立場でこのことを成し得ただろうか。正義と

は言え、自分の職業資格の剥奪はもちろん命すら保証されない行為である。この年齢になってあらた

めてその行為の重さがわかる。 

バルトの国々の気温は朝１３度、昼で１６度。普通の人では肌寒い気温である。現地のガイドさん

によると、リトアニアはバスケットボールが盛んで来年の東京オリンピックでは金メダルを狙ってい

るという。私は、金メダルを狙うにはまず日本の３６度の暑さ対策が重要だとアドバイスしておいた。 

旅行の終わりにリトアニアの空港からヘルシンキ経由でセントレアに帰る際に、この気温１６度か

ら灼熱地獄の日本に帰りたくない、このままリトアニアに亡命したい、「命のビザ」を発給してもらえ

ないかと心の中でつぶやいた。 




